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蝦
え ぞ ち

夷地から北海道の
黎
れ い め い き

明期に開
か い さ く

鑿された山岳古道
荒田 孝司

　

日
本
山
岳
会
で
は
、
2
0
2
5
年
の
創

立
1
2
0
周
年
へ
向
け
、
全
国
の
山
岳
古

道
1
2
0
カ
所
を
選
定
、
探
索
、
調
査

し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及
び
書
籍
で
公
開
し

後
世
に
伝
え
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
い

る
。
北
海
道
支
部
推
薦
の「
増
毛
山
道
」「
殿

様
街
道
」「
猿
留
山
道
」「
様
似
山
道
」「
濃

昼
山
道
」「
本
願
寺
道
路
」
は
い
ず
れ
も

選
定
の
見
通
し
で
、
今
後
、
調
査
が
本
格

化
す
る
。
そ
こ
で
、
北
海
道
に
お
け
る
山

岳
古
道
の
歴
史
を
振
り
返
っ
て
み
た
い
。

江
戸
前
期
の
蝦え

ぞ

ち
夷
地
の
道
路
事
情

　

徳
川
幕
府
成
立
の
翌
年
、
慶
長
9

（
1
6
0
4
）
年
に
松
前
藩
は
、
徳
川
家
康

よ
り
安
堵
状
を
与
え
ら
れ
、
蝦
夷
地
の
領

地
権
、
徴
役
権
、
交
易
の
独
占
権
を
持
つ

日
本
最
北
の
藩
が
成
立
し
た
。
当
時
の
蝦

夷
地
は
開
鑿
（
か
い
さ
く
）
さ
れ
た
道
路
も

橋
梁
も
な
く
、
わ
ず
か
に
先
住
民
族
の
ア

イ
ヌ
の
人
達
の
往
来
し
た
道
が
あ
る
だ
け

で
あ
っ
た
。
旅
す
る
人
が
陸
路
を
行
く
場

合
は
平
坦
な
海
岸
を
歩
き
、
難
所
は
船
で

越
え
る
の
が
通
常
で
あ
っ
た
。
蝦
夷
地
で

最
古
と
言
わ
れ
る
松
前（
福
山
）か
ら
箱
館

に
至
る
松
前
街
道
（
福
山
街
道
）
も
、
松
前

藩
成
立
以
前
か
ら
、
点
在
す
る
集
落
を
結

ぶ
道
と
し
て
利
用
さ
れ
て
は
い
た
が
、
開

鑿
さ
れ
た
跡
は
全
く
な
く
、
ア
イ
ヌ
の
人

達
が
歩
い
た
細
い
踏
み
分
け
道
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
は
、
松
前
か
ら

東
西
蝦
夷
地
へ
行
く
に
は
海
路
が
便
利
で

あ
っ
た
が
、
冬
期
間
は
危
険
を
伴
っ
た
。

東
蝦
夷
地
へ
陸
路
で
行
く
場
合
は
茅
部
峠

か
ら
大
沼
と
駒
ヶ
岳
の
西
側
を
経
て
森
に

至
り
、
海
岸
沿
い
に
長
万
部
を
過
ぎ
、
礼

文
華
の
嶮
は
船
で
渡
り
、
こ
れ
か
ら
東
は

海
岸
を
歩
行
し
て
虻
田
、
幌
別
、
白
老
、

勇
払
、
浦
河
を
経
て
様
似
に
至
っ
た
。
様

似
、
幌
泉
と
広
尾
の
間
は
有
名
な
難
所
で
、

岩
礁
を
伝
っ
て
通
過
。
広
尾
か
ら
海
岸
線

を
歩
き
大
津
、
白
糠
、
釧
路
を
経
て
仙
鳳

趾
（
尻
羽
岬
）
に
至
り
、
こ
こ
か
ら
船
で

厚
岸
に
渡
り
、
陸
路
で
根
室
に
達
し
た
。

　

西
蝦
夷
地
へ
は
久
遠
（
旧
大
成
町
）
ま

で
は
海
岸
を
歩
き
、
太
田
、
狩
場
、
雷
電
、

神
威
、
雄
冬
な
ど
の
難
所
は
船
で
越
し
、

そ
の
間
の
太
櫓
～
瀬
棚
、
島
古
牧
～
尻
別
、

岩
内
～
古
宇
、
美
国
～
古
平
、
余
市
～
厚

田
は
海
岸
を
歩
行
し
た
。
増
毛
以
北
は
平

坦
で
あ
っ
た
の
で
、
苫
前
、
天
塩
、
宗
谷
、

紋
別
、
網
走
を
経
て
斜
里
に
至
る
ま
で
、

海
岸
線
を
歩
行
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

　

東
西
両
海
岸
を
横
断
し
て
連
絡
す
る
陸

路
の
交
通
路
は
、
長
万
部
と
歌
棄
間
な
ど

に
あ
っ
た
が
、
歩
く
こ
と
が
困
難
な
所
は
、

石
狩
川
、
千
歳
川
、
天
塩
川
、
十
勝
川
等

の
河
川
を
利
用
し
、
そ
の
流
域
に
住
む
ア

イ
ヌ
の
人
達
を
案
内
役
と
し
て
丸
木
舟
で

往
来
し
て
い
た
。

松
前
藩
領
か
ら
幕
府
直
轄
地
へ

　

こ
う
し
た
状
況
で
あ
り
な
が
ら
、
松
前

藩
に
は
拓
殖
政
策
が
な
か
っ
た
。
こ
れ
は

和
人
の
居
住
地
を
、
松
前
を
中
心
に
東
側

は
亀
田
（
函
館
市
）、
西
側
は
関
内
（
熊

石
町
）
ま
で
と
限
定
し
た
た
め
、
多
く
の

移
民
を
入
植
さ
せ
る
余
地
が
な
か
っ
た
と

い
う
面
が
あ
る
。
こ
の
地
域
を
和
人
地
又

は
松
前
地
、
こ
れ
以
外
の
広
大
な
地
域
を

蝦
夷
地
と
呼
ん
で
区
別
し
、
和
人
が
蝦
夷

地
に
入
る
こ
と
、
居
住
す
る
こ
と
を
厳
し

く
禁
じ
た
の
で
あ
る
。
松
前
の
地
は
米
を

産
し
な
か
っ
た
の
で
、
糧
食
の
欠
乏
を
怖

れ
て
和
人
の
増
加
を
欲
し
な
か
っ
た
こ
と

も
想
像
で
き
る
。

　

蝦
夷
地
に
住
む
ア
イ
ヌ
の
人
達
が
松
前

城
下
へ
来
る
こ
と
も
禁
じ
ら
れ
、
ア
イ
ヌ
の

人
達
と
の
交
易
場
所
も
蝦
夷
地
の
中
の
商

場
へ
移
さ
れ
た
の
で
、
自
由
な
交
易
が
阻

害
さ
れ
る
こ
と
に
不
満
を
抱
い
た
こ
と
な

ど
に
も
起
因
し
て
ア
イ
ヌ
の
人
達
の
蜂
起

も
度
々
起
こ
っ
た
。
松
前
藩
が
あ
え
て
道

路
開
鑿
を
望
ま
な
か
っ
た
本
音
は
、
こ
の

あ
た
り
に
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

　

し
か
し
、
蝦
夷
地
周
辺
に
も
頻
繁
に

外
国
船
が
出
没
す
る
に
及
ん
で
徳
川
幕
府

は
、
松
前
藩
の
行
政
力
に
疑
問
を
抱
き
、

広
大
な
蝦
夷
地
を
治
め
る
こ
と
、
南
下
す

る
ロ
シ
ア
に
対
処
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
と

し
て
、
寛
政
11
（
1
7
9
9
）
年
に
東
蝦

夷
地
、
文
化
4
（
1
8
0
7
）
年
に
蝦

夷
地
全
域
を
幕
府
の
直
轄
地
と
し
た
。
そ

の
後
の
蝦
夷
地
は
、
一
時
的
な
松
前
藩
の

復
領
時
代
を
除
い
て
幕
府
に
よ
る
直
轄
地

と
な
っ
た
。

▲
 

鶉
山
道

増
毛
山
道 ▲
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蝦
夷
地
で
の
山
道
開か
い
さ
く鑿
の
始
ま
り　

　

寛
政
10
（
1
7
9
8
）
年
、
幕
府
よ
り

蝦
夷
地
巡
見
を
命
じ
ら
れ
た
近
藤
重
蔵
、

最
上
徳
内
ら
は
、
国
後
、
択
捉
か
ら
の
帰

途
、
広
尾
で
激
し
い
風
雨
に
よ
り
足
止
め

さ
れ
た
。
広
尾
〜
幌
泉
間
の
海
岸
は
断
崖

絶
壁
が
多
く
、
波
の
穏
や
か
な
日
で
さ
え

海
岸
の
通
行
は
非
常
に
困
難
で
、
蝦
夷
地

三
大
難
所
の
中
で
も
随
一
と
云
わ
れ
て
い

た
。
人
々
の
難
儀
す
る
有
様
を
見
て
重
蔵

は
、
背
後
の
山
に
道
を
開
く
決
心
を
し
、

通
辞
を
通
し
て
ア
イ
ヌ
の
人
達
の
協
力
を

得
、
自
費
で
ル
ベ
シ
ベ
ツ
～
ビ
タ
タ
ヌ
ン
ケ

間
10
㎞
の
「
ル
ベ
シ
ベ
ツ
山
道
」
を
開
鑿

し
た
。
蝦
夷
地
で
最
初
に
開
鑿
さ
れ
た
道

と
云
わ
れ
「
北
海
道
道
路
開
鑿
の
嚆
矢
」

と
さ
れ
る
が
、
こ
の
時
既
に
松
前
藩
成
立

か
ら
2
0
0
年
近
く
も
経
過
し
て
い
た
。

　

そ
の
後
、
東
蝦
夷
地
に
は
、
そ
の
殆
ど

が
官
製
道
路
と
し
て
次
々
と
山
道
が
開
鑿

さ
れ
た
。
寛
政
11（
1
7
9
9
）年
に
は「
猿

留
山
道
」「
様
似
山
道
」「
礼
文
華
山
道
」。

猿
留
山
道
は
え
り
も
町
の
歌
別
川
の
渓
谷

を
遡
り
、
標
高
4
0
0
m
の
沼
見
峠
か

ら
豊
似
湖
の
東
側
を
下
り
、
猿
留
川
中
流

部
に
出
て
河
口
の
え
り
も
町
目
黒
に
至
る

28
㎞
。
様
似
山
道
は
幌
満
川
河
口
右
岸
か

ら
、
海
中
へ
突
き
出
し
た
絶
壁
と
そ
れ
に

連
な
る
ル
ラ
ン
ベ
ツ
の
断
崖
を
迂
回
す
る

8
㎞
。
礼
文
華
山
道
は
長
万
部
町
静
狩
か

ら
豊
浦
町
礼
文
華
に
至
る
9
・
8
㎞
だ

が
、
寛
政
11
年
と
翌
年
の
2
度
に
渡
っ
て

開
鑿
工
事
が
行
わ
れ
た
も
の
の
難
工
事
で

未
完
成
に
終
わ
っ
た
。
そ
の
後
、
享
和
3

（
1
8
0
3
）
年
に
津
軽
藩
が
工
事
に
当

た
り
、
文
化
3
（
1
8
0
6
）
年
に
再

び
着
工
さ
れ
て
漸
く
完
成
に
至
っ
た
。

幕
末
期
の
西
蝦え

ぞ

ち
夷
地
の
山
道
開か
い
さ
く鑿

　
寛
政
か
ら
文
化
の
年
間
は
東
蝦
夷
地
の

山
道
が
主
だ
っ
た
が
、
安
政
年
間
以
降
は

西
蝦
夷
地
に
も
力
が
注
が
れ
た
。
箱
館
奉

行
は
資
金
に
余
力
の
あ
っ
た
場
所
請
負
人

に
命
じ
て
道
路
の
開
鑿
を
積
極
的
に
行
わ

せ
、
更
に
は
篤
志
家
に
も
道
路
の
開
鑿
を

奨
励
し
た
の
で
、「
太
田
山
道
」「
狩
場
山

道
」「
雷
電
山
道
」「
余
市
山
道
」「
濃
昼

山
道
」「
送
毛
山
道
」「
増
毛
山
道
」
等
が

開
鑿
さ
れ
た
。

　

磯
谷
（
寿
都
町
）
か
ら
雷
電
峠
を
越
え

て
岩
内
に
至
る
雷
電
山
道
と
、
岩
内
よ
り

稲
穂
峠
を
越
え
て
余
市
に
至
る
余
市
山
道

は
安
政
3
（
1
8
5
6
）
年
に
開
鑿
さ
れ

た
。
雷
電
山
道
は
岩
内
場
所
請
負
人
・
仙

北
屋
仁
左
衛
門
と
磯
谷
場
所
請
負
人
・
桝

谷
栄
五
郎
の
共
同
に
よ
り
、
余
市
山
道
は

仙
北
屋
仁
左
衛
門
、
古
宇
の
福
島
屋
新
右

衛
門
、
余
市
の
竹
屋
長
左
衛
門
、
忍
路
の

住
吉
屋
徳
兵
衛
と
、
4
人
の
場
所
請
負

人
が
分
担
し
て
開
鑿
。
翌
年
の
安
政
4

（
1
8
5
7
）
年
に
は
、
太
田
山
道
、
狩

場
山
道
、
濃
昼
山
道
、
送
毛
山
道
、
増
毛

山
道
等
が
開
鑿
さ
れ
た
。
熊
石
町
関
内
か

ら
瀬
棚
町
太
櫓
に
至
る
48
㎞
の
太
田
山
道

と
、
太
櫓
場
所
か
ら
島
小
牧
場
所
に
通
じ

る
42
㎞
の
狩
場
山
道
は
、
蝦
夷
地
で
も
指

折
り
の
豪
商
に
な
っ
て
い
た
鈴
鹿
甚
右
衛
門

（
橋
本
屋
甚
右
衛
門
）
が
、
道
路
開
鑿
工

事
の
経
験
の
あ
っ
た
長
坂
庄
兵
衛
の
協
力

を
得
て
開
い
た
。
石
狩
市
厚
田
区
安
瀬
か

ら
濃
昼
に
至
る
10
㎞
の
濃
昼
山
道
は
厚
田

場
所
請
負
人
・
濱
屋
与
三
右
衛
門
が
、
浜

益
村
送
毛
か
ら
毘
砂
別
に
至
る
6
㎞
の
送

毛
山
道
は
岩
内
の
出
稼
ぎ
人
・
柳
川
善
蔵

が
漁
場
の
出
稼
ぎ
人
を
雇
入
れ
て
開
鑿
し

た
。
石
狩
市
浜
益
区
幌
か
ら
浜
益
御
殿
、

雄
冬
山
下
を
経
て
増
毛
町
別
苅
に
至
る
32

㎞
の
増
毛
山
道
は
ハ
マ
マ
シ
ケ
場
所
請
負

人
・
伊
達
林
右
衛
門
に
よ
り
開
鑿
さ
れ
た
。

　

東
西
両
海
岸
を
横
断
し
て
連
絡
す
る

陸
路
と
し
て
は
、
長
万
部
よ
り
稲
穂
峠
を

越
え
黒
松
内
か
ら
歌
棄
・
寿
都
に
至
る

40
㎞
の
「
黒
松
内
山
道
」
が
、
安
政
3

（
1
8
5
6
）
年
に
歌
棄
・
磯
谷
両
場
所

請
負
人
・
枡
谷
栄
五
郎
と
父
親
の
枡
谷
定

右
衛
門
に
よ
っ
て
開
鑿
さ
れ
て
い
る
。

　

和
人
地
（
松
前
地
）
内
の
山
道
と
し
て

は
、
文
化
6
（
1
8
0
9
）
年
に
木
古

内
か
ら
北
村
（
上
ノ
国
）
に
至
る
32
㎞
の

木
古
内
山
道
が
改
修
さ
れ
峠
下
に
番
所
が

置
か
れ
た
。安
政
5（
1
8
5
8
）年
に
は
、

太
田
山
道
と
狩
場
山
道
を
開
鑿
し
た
鈴
鹿

甚
右
衛
門
が
木
間
内
（
厚
沢
部
）
の
旅
籠

屋
主
人
・
麓
長
吉
の
協
力
を
得
て
江
差
か

ら
箱
館
間
44
㎞
の「
鶉
山
道（
江
差
山
道
）」

を
開
鑿
。
同
じ
年
、
前
年
に
増
毛
山
道
を

開
鑿
し
松
前
藩
の
勘
定
奉
行
の
任
に
あ
っ

た
伊
達
林
右
衛
門
が
、
松
前
及
川
上
流
よ

り
大
千
軒
岳
を
経
て
上
ノ
国
に
至
る
44
㎞

の
「
千
軒
山
道
」
を
開
鑿
し
た
。
藩
の
財

政
立
て
直
し
を
図
る
林
右
衛
門
が
、
江
差
、

上
ノ
国
、
厚
沢
部
の
檜
材
切
り
出
し
へ
の

利
用
を
考
え
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

　

松
前
街
道
（
福
山
街
道
）
は
歴
史
が
古

く
、
江
戸
時
代
後
期
に
開
鑿
さ
れ
た
山
道

で
は
な
い
が
、
そ
の
途
中
に
は
い
く
つ
も
の

難
所
が
あ
り
、福
島
か
ら
知
内
に
至
る
「
殿

様
街
道
」
内
の
峠
越
え
も
そ
う
し
た
難
所

の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。
そ
の
峠
の
呼
称
は「
福

島
峠
」「
知
内
峠
」
な
ど
幾
通
り
も
あ
り
、

茶
屋
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
「
茶
屋
峠
」、
殿

様
が
通
っ
た
こ
と
か
ら
「
殿
峠
」
と
も
呼

ば
れ
て
い
る
。

　

累
代
の
松
前
藩
主
が
東
在
の
及
部
村
や

亀
田
村
に
鷹
狩
り
に
出
か
け
る
際
や
、
湯

治
の
た
め
に
知
内
温
泉
に
出
か
け
る
際
等

に
、
こ
の
街
道
を
利
用
し
て
い
た
記
録
が

残
っ
て
お
り
、「
殿
様
街
道
」
と
い
う
現
在

の
通
称
も
そ
れ
に
ち
な
ん
で
付
け
ら
れ
た

も
の
で
あ
る
。

明
治
初
期
開か
い
さ
く鑿
の
本
願
寺
道
路

　

明
治
維
新
に
よ
り
徳
川
幕
府
に
代
わ
っ

て
誕
生
し
た
新
政
府
は
、
戊
辰
戦
争
の
後
、

財
政
的
な
ゆ
と
り
が
な
く
、
道
路
開
鑿
に

ま
で
手
が
回
ら
な
か
っ
た
。
そ
ん
な
中
、

江
戸
幕
府
と
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
東
本

願
寺
は
、
新
政
府
に
よ
る
排
斥
の
動
き
を

受
け
、
叛
意
が
な
い
こ
と
を
表
す
意
味
で

北
海
道
の
道
路
開
鑿
を
願
い
出
て
、
こ
れ

を
担
う
こ
と
と
な
っ
た
。
尾
去
別
（
伊
達

市
長
和
）
～
洞
爺
湖
東
岸
～
尻
別
岳
西

側
～
喜
茂
別
町
～
中
山
峠
～
定
山
渓
温

泉
～
札
幌
・
平
岸
天
神
山
南
麓
を
繋
ぐ

1
0
3
㎞
の
内
陸
路
は
「
本
願
寺
道
路
」

と
呼
ば
れ
、
明
治
3
（
1
8
7
0
）
年

7
月
に
着
工
、
僅
か
1
年
3
カ
月
と
云

う
短
期
間
の
突
貫
工
事
で
完
成
し
た
。
現

在
の
国
道
2
3
0
号
線
の
基
礎
と
な
っ
て

い
る
。

北
海
道
開
拓
の
先
覚
者
た
ち

　

山
道
開
鑿
に
功
績
の
あ
っ
た
人
物
と
し

て
近
藤
重
蔵
と
最
上
徳
内
に
つ
い
て
前
述

し
た
が
、
山
道
開
鑿
に
と
ど
ま
ら
な
い
北

海
道
開
拓
の
先
覚
者
と
し
て
、
他
に
松
浦

武
四
郎
、
伊
能
忠
敬
、
間
宮
林
蔵
の
名
前

も
挙
げ
て
お
か
ね
ば
な
る
ま
い
。

　

北
海
道
の
名
付
け
親
と
し
て
知
ら
れ
る

松
浦
武
四
郎
は
、
弘
化
2
（
1
8
4
5
）

年
か
ら
嘉
永
2
（
1
8
4
9
）
年
ま
で

私
人
と
し
て
3
回
、安
政
3（
1
8
5
6
）

年
か
ら
安
政
5
（
1
8
5
8
）
年
ま
で

幕
吏
と
し
て
3
回
、
蝦
夷
地
に
渡
っ
て
調

査
を
行
っ
て
い
る
。
武
四
郎
は
早
い
段
階

か
ら
、
蝦
夷
地
経
営
を
松
前
藩
に
任
せ
て

お
く
訳
に
は
い
か
な
い
こ
と
に
気
づ
い
て
い

た
が
、
幕
府
が
そ
れ
に
気
づ
い
て
行
動
を

起
こ
す
の
に
は
年
月
が
か
か
っ
た
と
い
う
こ

と
の
よ
う
だ
。
武
四
郎
が
書
き
残
し
た
日

誌
類
は
膨
大
で
、
そ
の
他
に
箱
館
奉
行
所

へ
の
報
告
書
の
控
え
も
こ
ま
め
に
残
し
て

お
り
、
こ
れ
ら
の
記
録
に
よ
っ
て
、
当
時
の

時
代
の
情
勢
を
推
察
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

　

伊
能
忠
敬
は
50
歳
を
過
ぎ
て
天
文
学
を

志
し
、
寛
政
12
（
1
8
0
0
）
年
、
56
歳

の
時
に
蝦
夷
地
を
測
量
し
た
の
を
手
始
め

に
、
17
年
か
け
て
日
本
全
土
を
測
量
し
、

精
密
な
日
本
地
図
「
大
日
本
沿
岸
輿
地
全

図
」
を
作
成
し
た
。
こ
の
地
図
は
江
戸
幕

府
の
書
庫
に
秘
蔵
さ
れ
、
公
開
さ
れ
る
こ

と
は
な
か
っ
た
が
、
明
治
以
降
は
様
々
な

用
途
に
利
用
さ
れ
た
。
北
海
道
開
拓
に
も

大
き
く
寄
与
し
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

い
。

　

間
宮
林
蔵
は
樺
太
（
北
蝦
夷
地
）
探
検

に
よ
り
「
間
宮
海
峡
」
の
名
を
遺
し
た
ば

か
り
で
な
く
、
12
年
間
に
わ
た
っ
て
蝦
夷

地
を
歩
き
続
け
た
。
伊
能
の
「
大
日
本
沿

岸
輿
地
全
図
」
は
、
間
宮
の
詳
細
な
蝦
夷

地
測
量
に
よ
っ
て
補
正
完
成
し
、
そ
こ
か

ら
北
海
道
の
正
確
な
形
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。

＊

　

支
部
の
多
く
の
会
員
・
会
友
の
皆
さ
ん

の
力
を
借
り
て
今
後
、
増
毛
山
道
、
殿
様

街
道
、
猿
留
山
道
、
様
似
山
道
、
濃
昼
山

道
、
本
願
寺
道
路
の
実
地
調
査
、
文
献
調

査
、
聞
き
取
り
調
査
等
を
進
め
た
い
と
考

え
て
い
る
。
ど
う
か
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
た
い
。
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①ヌプシャ越 1808（文化 5）年
②増毛山道 1857（安政 4）年
③送毛山道 1857（安政 4）年
④濃昼山道 1857（安政 4）年
⑤小樽・銭函間 1857（安政 4）年
⑥銭函・千歳間 1857（安政 4）年
⑦余市・古平間 1858（安政 5）年
⑧日司・小泊間 1858（安政 5）年
⑨サンナイ越 1752（宝暦 2）年
⑩カブト越 1752（宝暦 2）年
⑪岩内・余市間 1809（文化 6）年
⑫余市山道 1856（安政 3）年
⑬岩内・岩雄登間 1861（文久 1）年
⑭雷電山道 1856（安政 3）年
⑮狩場山道 1857（安政 4）年
⑯礼文華山道 1799（寛政11）年
⑰黒松内山道 1856（安政 3）年
⑱太田山道 1857（安政 4）年
⑲宮ノ歌村新道 1826（文政 9）年
⑳木古内山道 1809（文化 6）年
㉑千軒山道 1858（安政 5）年
㉒鶉山道 1858（安政 5）年
㉓箱館・森付近　1809（文化 6）年　
㉔軍川新道 1856（安政 3）年

㉕様似山道 1799（寛政11）年
㉖猿留山道 1799（寛政11）年
㉗ルベシベツ山道 1798（寛政10）年

㉘網走越 1808（文化 5）年
㉙釧路・計根別・斜里間 1801（享和 1）年
㉚斜里越 1800（寛政12）年

1810（文化 7）年
㉛釧路・仙鳳趾間 1799（寛政11）年
㉜仙鳳趾・厚岸間 1808（文化 5）年
㉝根室・厚別間 1860（萬延 1）年

明治以前の蝦夷地主要道路開鑿図

地図原図作成：伊達東氏（NPO法人「増毛山道の会」初代会長）


